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2026年度
本発掘調査遺跡・
整理遺跡の紹介

本発掘調査は村上市上
かみ の

野遺跡、新潟市秋葉区細
ほそいけてらみちうえ

池寺道上遺跡、柏崎市丘
おか

江
え

遺
跡、南魚沼市六

むいかまち

日町藤
ふじづか

塚遺跡、上越市下
しもわり

割遺跡・三和区古
ふるやしき

屋敷割
わり

遺跡の ６遺跡、
整理作業（編集・刊行含む）は上野遺跡、丘江遺跡、弥

や ご ろ う

五郎遺跡、古屋敷割遺
跡の ４遺跡を実施します。今年度も各地で歴史の扉を開いていきます。

阿賀野川
加治川

胎内川
荒川

三面川

鯖石川

関川

鵜川

姫川
海川

信濃川

魚
野
川

０ 50km

六日町藤塚遺跡
下割遺跡

古屋敷割遺跡

丘江遺跡

上野遺跡

細池寺道上遺跡

上
かみの

野遺跡（村
むらかみし

上市猿
さるさわ

沢・檜
ひばら

原）

縄文時代後期前葉の拠
きょてん

点集落の一つで、多くの遺構を検
出し、大量の遺物が出土しました。今年度以降の調査で、
東西の集落範囲の把握が期待できます。

細
ほそいけてらみちうえ

池寺道上遺跡（新
にいがたし

潟市秋
あ き は く

葉区東
ひがし

金
かなざわ

沢）

下
しもわり

割遺跡（上
じょうえつし

越市北
きたたなか

田中・米
よねおか

岡）

奈良・平安時代と中世の遺跡で、奈良・平安時代のころ
は集落の一部であり、中世のころは広範囲な水田が広
がっていたと考えられます。

中世の水田、平安時代・飛鳥時代の集落遺跡で、計 ４面
調査します。周囲に排水溝を入れてから、まずは中世の
水田に伴う痕跡を探していきます。

丘
おか え

江遺跡（柏
かしわざきし

崎市茨
いばらめ

目）

上
かみ の

野遺跡（村
むらかみし

上市猿
さるさわ

沢・檜
ひばら

原）

中世の集落と水田が中心の遺跡で、今年度は室町時代
（14・15世紀）を中心とした建物の柱穴、井戸などの遺
構が見つかっています。

現地調査と同時に、センターでは多量の遺物の整理作業
（接合・復元・実測）を進めています。調査当時とは違っ
た発見がまだまだあります。
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細
ほそ

池
いけてら

寺道
みちうえ

上遺跡は東を阿
あ が の

賀野川、西を能
のうだい

代川に

囲まれた標高約 ８ ｍの微高地上に立地していま

す。

1991・1992（平成 ３・ ４）年度に磐
ばん

越
えつ

自動車道

建設に伴い発掘調査を実施しています。今年度

は、 ４車線化工事に伴い、前回未調査だった地区

を対象に調査を行っています。平成の調査では、

奈良・平安時代の建物跡や炉跡、中世の凹
くぼち

地遺構

が見つかったほか、遺物では奈良・平安時代の

土
は じ き

師器・須
す え き

恵器を中心に石製品・金属製品等が出

土しています。このことから、奈良・平安時代は

集落の一部、中世は広範囲な田畑等の農地が営ま

れていたと考えられます。また、磐越道法線外に

おいても、ほ場整備事業等に伴う発掘調査が、新

潟市によって50回にわたり実施され、遺跡が広範

囲にわたることが明らかとなっています。

今年度は点在する ５つの調査区で調査を行って

います。現在までに調査区 １と ２の南側半分の調

査を終えています。それぞれの調査区からは溝と

凹地遺構が検出されたほか、奈良・平安時代の土

2026年度
発掘調査
遺跡の紹介1

調査区 ２完掘（北から）
※�調査区 １は画角外にあり、調査区 ２の北側に位
置する。

平成調査で検出された凹地遺構（Ａ類）

師器と須恵器の破片が少量出土しています。

今年度の調査でも確認された「凹地遺構」につ

いて紹介します。凹地遺構は隣接する過去の調査

区でも多数確認されており、その特徴からＡ～Ｃ

類の ３種類に分けることができます。Ａ類は、①

遺構の外周を取り巻く溝、②溝の内側に付帯する

凹凸、③中央の平坦面の ３つの要素で構成される

ものです（写真 ２）。Ｂ類は断面が浅い皿状の溝

状の遺構で底面はほぼ平坦なものと凹凸の激しい

ものの ２形態あります。Ｃ類は平面形態が方形で

底面の状況はＢ類と類似するものです。

遺構の性格ですが、耕作用の取
しゅすい

水施設等と考え

られます。また、平成調査の報告において、Ｂ類

の遺構が、新津周辺域で耕地整理以前に営まれて

いた、周囲の土地を掘りくぼめて作る「堀
ほり

田
た

」と

形態が似ていることが指摘されています。

引き続き調査を進めるとともに、過去の調査成

果も踏まえながら、遺跡の性格等について検討し

ていきます。� （本間千尋）

細池寺道上遺跡
川沿いで営まれた古代・中世の遺跡
所在地：新潟市秋葉区東

ひがし
金
かなざわ
沢ほか
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発掘調査の出土品は、その遺跡が所在する地域
に密着した文化財です。2026年度企画展 １ では、
新潟県埋蔵文化財調査事業団が発掘調査し、現在
は市町村に譲与・活用されている出土品を中心
に、新潟県の歴史を紐解くうえで重要な遺物を選
別して展示しています。以下では、その中でも注
目される展示遺物を紹介します。
新潟市江南区西

にしごう

郷遺跡は縄文時代晩期から弥生
時代中期の川辺の集落遺跡で、縄文時代晩期から
弥生時代前期の足型付土版が出土しています。足
型付土版は長さ約10cmと小さく、子供の足型と
考えられます。
上越市裏

うらやま

山遺跡は弥生時代後期の高
こうちせい

地性環
かんごう

濠集
落で、最高点の標高は92ｍです。出土した土器は
北陸系が主体で、土器類のほかに鉄製の鋤

すきさき

先・
鏃
やじり

・鉇
かんな

が出土しています。
長岡市奈

な ら さ き

良崎遺跡は丘陵上に位置する遺跡で、
縄文時代から近世にかけて断続的に営まれた遺跡
です。古墳時代前期には古墳が築造されました。
奈良崎 １ 号墳からは捩文鏡・水晶製勾玉・緑

りょくしょく

色
凝
ぎょうかいがんせいくだ

灰岩製管玉
たま

が出土しました。
胎内市蔵

くら

ノ
の

坪
つぼ

遺跡は越後平野北部の微高地に位
置する平安時代の遺跡です。「少

しょう

目
さかん

御
おん

舘
たち

米
まい

五
ご

斗
と

」
と書かれた木簡、掘立柱建物を囲む溝からは
「津

つ

」と書かれた墨書土器が出土しています。
「少目」は国司（中央から派遣された国の役人）
の役職名、津は港のことです。
長岡市大

だいぶ

武遺跡は縄文時代から戦国時代にかけ
て断続的に営まれた遺跡です。鎌倉時代から室町
時代の水田の水路跡から、銅製の花

けびょう

瓶が ２つ並ん
で出土しました。
このほかにも上越市中

なかごうく

郷区和
いず み

泉Ａ遺跡から出土
した縄文時代中期の土器や土偶、阿賀町現

げんみょうだけ

明嶽
遺跡から出土した縄文時代後期の土偶・スタンプ
型土製品、糸魚川市田

たぶせ

伏山
やまざき

崎遺跡から出土した平
安時代の八

はち

稜
りょう

鏡
きょう

など見ごたえのある遺物が多数
展示されています。当事業団が県内各地で行った
調査成果の一部をご覧ください。� （春日真実）

2026年度企画展 １

「開館30周年記念－地域に開いた歴史の扉－」
５ 月30日（土）～ ８月23日（日）（期間中無休）

埋文
インフォ
メーション

西郷遺跡　足型付土版（左側長さ10.5cm）

裏山遺跡　鉄製鋤先・鏃・鉇（右上の鋤崎が幅7.2cm）

奈良崎遺跡 勾玉
（長さ約 ３ cm）

蔵ノ坪遺跡 「津」墨書
土器（高台径6.5cm）

大武遺跡　銅製花瓶（高さ10.2cm）
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南
みなみうおぬまし

魚沼市に所在する金
かなや

屋遺跡は、平安時代の有
力者が住む集落です。2020～2024年の調査で「咋

くい

一
いち め

女（咋と一は合わせ文字のようにぴったりくっ
つけて書いてあります）」と書かれた墨書土器が
10点出土しています。時期は平安時代前期の ９世
紀～10世紀で、須恵器の食器である杯類の底部外
面に多く書かれています。墨書土器で人名が書か
れることは珍しいことではありませんが、女性名
で同じ名前が複数書かれることは少なく、一体ど
んな人？と気になり調べてみました。
墨書土器の類例は、京都府の南にある木

き

津
づが わ

川市
の上

かみこま

狛北
きた

遺跡で奈良時代中頃の須恵器杯に「咋
女」と書いたものが唯一のようです（明治大学「全
国墨書土器等データベース」から）。
記録に残る最古のものは、大宝二（702）年の
美濃国の戸籍が正倉院に保存されており「御

み の こ く

野國
山
やまがた

方（山縣）郡三井田里　咋
くいめ

賣56（アラビア数字
は大宝二年当時の年齢）」と書かれています。戸
籍は紙に書くので「賣」という画数の多い字が書
かれていますが、土器には書きにくいので、金屋
遺跡では「女」と書いてあります。男性名では
「咋麻呂」という例があるようです。平安時代前
期にも「葛野眞咋女」という名前が見えます。平
安中期にも庶民の名前として「咋女」の記録があ
ります（角田2006）。

金屋遺跡の「咋一女」は、集落内の女性リー
ダーと考えられます。食器に人名を書くのは所有
を表すといわれ、「咋一女」以外では「田一女
人ヵ」と書かれたものが一点だけあります。多く
は「咋一女」が管理した食器ということになるの
でしょうか。遺跡がある南魚沼市は現在も米どこ
ろ新潟県を代表する地域です。最高級魚沼産コシ
ヒカリの産地です。春の田植え、秋の稲刈りは、
現在は機械化が進んでいますが、昭和30年代前半
までは多くの人手を要していました。もちろん古
代も同じで人集めが大変だったようです。「酒食」
を用意して何とか人集めをしていたようですが、
５月頃は前年の米も少なくなり農家の懐具合は大
変だったようです。何度も国から「飲食接待禁
止！」のお触れが出ています。この墨書土器も農
繁期の飲食に使用されていたのかもしれません。
竪穴建物から「酒長」と書かれた墨書土器も出土
しており関連がありそうです。� 　（佐藤友子）
【引用・参考文献】
角田文衛2006『日本の女性名－歴史的展望』国書刊行会
（公財）新潟県埋蔵文化財調査事業団2023『第296集金屋
遺跡Ⅳ　第 ５次調査』、
（公財）新潟県埋蔵文化財調査事業団2025『第304集金屋
遺跡Ⅴ　第 ６～ ８次調査（ ３区）』

金屋遺跡出土
墨書土器
　「咋一女」とは

埋文
コラム

「咋一女」 「咋一女」 「酒長」
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野
のくび

首遺跡は信濃川の支流、飛
とびたりがわ

渡川との合流点付
近に立地します。1995（平成 7）・1996（平成 8）
年に県営ほ場整備事業に伴い市教育委員会が発掘
調査を実施し、縄文時代中期前葉から後期中葉を
主体とする集落遺跡であることがわかりました。
集落は、上段の集落 1と下段の集落 2、両者の間
の捨て場に分けられます。集落 1では竪穴住居13
軒、掘立柱建物 8棟、石組炉20基、土坑88基、配
石遺構32基、埋設土器36基などが発見され、配石
遺構群を中心に径が約60mの同心円状に並ぶこと
が確認されました。集落 2 では、竪穴住居 4 軒、
掘立柱建物 1棟、石組炉 3基、土坑 2基が発見さ
れています。捨て場からは土器・土製品、石器・
石製品が多量に出土しました。
これら発掘調査で出土した遺物のうち、土器・

土製品679点、石器・石製品590点、附としてベン
ガラ塊

かい

5 点、原石19点、石
せきかく

核 9 点の総計1,302点
が、2026（令和 8）年 3月26日に国指定重要文化
財に指定するよう答申されました。

出土土器の特徴は、中期前葉～後期中葉にかけ
て連綿と認められる、信濃川上流域における在地
土器と周辺地域の影響を受けた土器になります。
中期全体を通して東北系、中期前葉～中葉は中部
高地系、中期中葉～後葉は東北系や関東系、後期
前葉～中葉は信州系の影響を受けた土器が見られ
ます。時期毎の様相と変化がよくわかり、野首遺
跡を取り巻く地域間交流を明瞭に表しています。
在地の土器である中期の火

かえんがた

焔型・王
おうかんがた

冠型土器や
後期の三

さん

十
じゅう

稲
いなばしき

場式土器は、ともに遺存状態が良
好で、変遷と消長がよくわかる点が大きな特徴で
す。土製品では、三角形土偶は多様な形態や文様
にみられる豊富な内容は国内随一で、赤色顔料や
漆
うるし

精
せいせい

製に関する製品も特徴があります。
各時期の周辺地域との交流や、集落内における

葬
そうそう

送・祭
さい し

祀、生
せいさん

産・生
せい

業
ぎょう

などについて、中期前
葉から後期中葉までの長期的な変化を明らかにで
きる学術的価値の高い資料として評価されまし
た。� （十日町市教育委員会　笠井洋祐）

野首遺跡出土品　1,302点
遺跡所在地：十日町市下

げじょう
条上

かみしんでん
新田地区

遺 物 保 管：十日町市（十日町市博物館）

県内の
遺跡・遺物
125

野首遺跡出土品（Photo T.Ogawa） 漆精製の関連製品（Photo T.Ogawa）


